
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
金
毘
羅
参
り
（
１
）

神
崎

直
美

は
じ
め
に

本
稿
は
日
向
国
延
岡
藩
（
六
万
石
・
譜
代
）
の
藩
主
内
藤
政
順
夫
人
で
あ
っ

た
充
真
院
が
、
讃
岐
国
仲
多
度
郡
の
金
毘
羅
（
現
、
香
川
県
琴
平
町
の
金
刀
比

羅
宮
）
を
参
詣
し
た
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
金
毘
羅
参
り
は

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
伊
勢
参
り
や
善
光
寺
参
り
と
並
ぶ
人
気
の
あ
る
参
拝
地

で
あ
る
。
充
真
院
は
そ
の
人
生
に
お
い
て
、
金
毘
羅
参
り
に
二
度
、
訪
れ
た
。

初
の
参
詣
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
で
、
二
度
目
は
二
年
後
の
元
治
二
年

（
一
八
六
五
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
・
延
岡
間
を
旅
す
る
途
中
に
立
寄
っ

て
い
る
。

金
毘
羅
は
海
上
の
守
護
神
で
航
海
安
全
や
豊
漁
を
祈
願
す
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
家
内
安
全
・
無
病
息
災
・
病
気
平
癒
な
ど
現
世
利
益

の
神
と
し
て
、
近
世
に
全
国
的
規
模
で
庶
民
・
武
士
な
ど
階
級
を
問
わ
ず
崇
敬

の
対
象
と
な
り
、
金
毘
羅
参
り
が
大
流
行
し
た
。

し
か
も
、
金
毘
羅
は
大
名
か
ら
厚
い
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
讃
岐
国
の

高
松
藩
・
丸
亀
藩
・
多
度
津
藩
で
は
藩
主
が
非
公
式
に
参
拝
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
度
々
家
臣
を
代
参
さ
せ
て
い
る
。
他
国
の
諸
藩
か
ら
の
代
参
も
多
く
、
内

藤
家
は
代
参
が
多
い
他
国
の
上
位
二
十
藩
の
う
ち
、
九
番
目
で
あ
る （１
）。

内
藤
家
及
び
そ
の
家
中
が
、
江
戸
・
延
岡
間
を
往
来
す
る
際
に
、
大
坂
・
延

岡
間
は
瀬
戸
内
海
と
豊
後
水
道
な
ど
の
海
路
を
進
む
。
大
坂
か
ら
延
岡
に
行
く

過
程
を
例
に
あ
げ
る
と
、
大
坂
の
河
口
を
出
て
か
ら
瀬
戸
内
海
を
進
み
な
が
ら

金
毘
羅
の
あ
る
讃
岐
国
を
目
指
し
、
以
後
は
四
国
の
海
岸
線
を
進
み
な
が
ら
豊

後
水
道
を
渡
り
、
豊
後
国
南
部
を
目
指
し
、
以
後
は
海
岸
沿
い
に
南
下
し
て
日

向
国
の
延
岡
藩
領
の
入
り
口
と
い
う
べ
き
島
野
浦
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
、
延
岡

の
五
ヶ
瀬
川
の
河
口
に
入
り
、
こ
こ
か
ら
上
陸
す
る （２
）。
し
た
が
っ
て
内
藤
家
や

家
中
ら
に
と
っ
て
、
海
路
の
途
中
に
位
置
し
て
い
る
金
毘
羅
は
、
大
坂
か
ら
延

岡
へ
進
む
場
合
は
、
こ
れ
か
ら
の
航
海
の
安
全
を
祈
り
、
延
岡
か
ら
大
坂
に
向

か
う
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
航
海
を
感
謝
す
る
こ
と
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
危
険
を
伴
う
海
路
の
安
全
を
祈
っ
た
り
お
礼
を
す
る
の
に
恰
好
の
場
所
に
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位
置
し
て
い
た
。

な
お
、
内
藤
家
の
江
戸
屋
敷
で
は
、
日
頃
か
ら
定
例
で
複
数
の
寺
社
に
家
老

を
使
者
と
し
て
派
遣
し
代
参
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
江
戸
の
金
毘
羅

内
藤
家
の
上
屋
敷
の
斜
め
前
に
位
置
す
る
丸
亀
藩
（
京
極
家
）
上
屋
敷

内
が
あ
る （３
）。
内
藤
家
は
金
毘
羅
を
厚
く
信
仰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

充
真
院
は
金
毘
羅
を
訪
れ
た
際
に
、
二
度
と
も
詳
細
に
見
聞
を
旅
日
記
に
書

き
留
め
て
い
る
。
江
戸
か
ら
延
岡
へ
向
か
う
旅
の
過
程
で
多
く
の
寺
社
に
立
ち

寄
っ
た
が （４
）、
一
つ
の
参
詣
地
と
し
て
の
記
述
量
は
、
他
の
参
詣
地
よ
り
も
突
出

し
て
多
い
。
規
模
の
大
き
な
神
社
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
の
要
因
で
あ
ろ
う
が
、

充
真
院
が
金
毘
羅
で
見
聞
し
た
も
の
が
と
り
わ
け
興
味
深
か
っ
た
こ
と
の
反
映

で
も
あ
る
。
さ
ら
に
金
毘
羅
に
向
か
う
道
筋
で
の
見
聞
も
豊
富
で
あ
り
、
充
真

院
の
細
や
か
な
観
察
眼
と
豊
か
な
感
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
二
度
の
金
毘
羅
参
拝
の
実
態
を
再
現
し
な
が
ら
、
充
真
院
が
何
を

見
聞
し
、
と
り
わ
け
関
心
を
寄
せ
た
の
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
検

討
に
際
し
て
は
、
初
回
の
参
拝
に
つ
い
て
は
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」、

二
度
目
は
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
充
真
院
の
旅

日
記
を
主
な
素
材
と
す
る （５
）。

（

1）
『
香
川
県
史
』
第
四
巻
・
通
史
編
・
近
世
Ⅱ
（
平
成
元
年
）
の
七
五
八
頁
の
表

一
〇
五
「
他
国
諸
大
名
の
代
参
」
に
よ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
内
藤
家
は
文
化

四
年
（
一
八
〇
七
）
か
ら
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
間
に
代
参
を
九
回
行
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
藤
家
よ
り
も
代
参
が
多
い
九
州
の
藩
は
、
四
位
の
豊
後
国

杵
築
藩
（
松
平
氏
）
や
五
位
の
豊
前
国
中
津
藩
（
奥
平
氏
）
、
七
位
の
同
国
臼
杵

藩
（
稲
葉
氏
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
参
勤
交
代
で
江
戸
に
向
か
う
折
に
領
地
か
ら

船
で
出
発
し
て
瀬
戸
内
海
を
渡
る
と
い
う
地
理
的
要
因
が
内
藤
家
と
共
通
し
て
い

る
。
な
お
、
「
他
国
諸
大
名
の
代
参
」
の
表
は
『
ふ
る
さ
と
香
川
の
歴
史
』
（
『
香

川
県
史
』
別
編
Ⅲ
普
及
版
、
平
成
四
年
）
の
二
二
六
頁
に
「
讃
岐
国
外
諸
大
名
の

金
毘
羅
代
参
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（

2）
こ
の
行
程
は
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
政
道
氏
寄
贈
書
の
「
海
上
の

図
」

（
架
号
（
四
）
そ
の
他
八
八
）
に
よ
る
。

（

3）
丸
亀
藩
は
毎
月
十
日
に
邸
内
を
開
き
、
江
戸
市
民
に
参
拝
を
許
し
て
い
た
。
な

お
、
内
藤
家
の
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
寺
社
信
仰
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
博
物
館

が
所
蔵
す
る
内
藤
家
文
書
の
一

連
の
「

萬
覚

帳
」
（

架
号
、
第
一

部
・
七
）
に
記

載
が
あ
る
。

（

4）
充
真
院
は
江
戸
・
延
岡
間
の
旅
の
途
中
に
数
々
の
寺
社
を
参
拝
し
て
い
る
。
そ

の
初
回
の
旅
で
立
ち
寄
っ
た
寺
社
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真

院
の
旅
日
記
か
ら
見
る
関
心
と

人
物

像
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
を

素
材
と
し
て

（

2・
完
）」（『

城
西
大
学
経
済
経
営
紀
要
』
第
三
一
巻
、
平
成

二
十
五
年
）
の
五
一
～
四
頁
で
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
拙
著
『
幕
末
大
名
夫
人
の

知
的

好
奇
心

日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院

』
（

岩
田
書
院
、
平
成
二
十

八
年
）
の
一
九
七
頁
で
も
ふ
れ
た
。
な
お
、
初
回
の
旅
で
参
拝
し
た
寺
社
の
う
ち
、

大
坂
屋
敷
に
滞
在
中
に
丸
一
日
か
け
た
寺
社
参
拝
の
様
子
を
拙
稿
「
日
向
国
延
岡

藩
内
藤
充
真
院
の
大
坂
寺
社
参
詣
」（『

城
西
人
文
研
究
』
第
三
二
巻
、
平
成
二
十

七
年
）
で
検
討
し
た
。
そ
の
際
に
参
拝
し
た
四
天
王
寺
と
住
吉
大
社
は
規
模
の
大

き
い
寺
社
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
金
毘
羅
参
り
に
関
す
る
記
載
量
は

多
い
。
な
お
、

右
に

示
し
た

拙
稿
と

拙
著
に
つ
い
て

以
後
で

注
記
す
る
際
に
、

「
関
心
と
人
物
像
」（

2）、「
大
坂
寺
社
参
拝
」、
前
掲
拙
著
と
略
記
す
る
。

（
5）

「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
と
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
は
、

明
治
大
学
博
物
館
編
集
『
内
藤
家
文
書
・
追
加
目
録
八
延
岡
藩
主
夫
人
内
藤
充

真
院

繁
子
道
中
日
記
』
（
平
成
十
六
年
）
に

翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で

右

の
旅
日
記
を
引
用
す
る
際
に
は
、
明
治
大
学
博
物
館
が
所
蔵
す
る
原
本
（
内
藤
政

道
氏
寄
贈
書
、
架
号
（
二
）
充
真
院
（
繁
子
）
関
係
（
Ⅰ
）
一
二
、
一
三
）
と
照
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合
し
て
正
誤
を
正
し
、
便
宜
的
に
句
点
を
施
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
二
点
の
旅
日

記
を
本
稿
で
引
用
す
る
際
に
は
、
明
大
翻
刻
本
と
略
記
す
る
。

一
金
毘
羅
へ
向
か
う
道
筋
で
の
見
聞

充
真
院
が
金
毘
羅
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
文
久
三
年
五
月
十
五
日
で
あ
る
。

江
戸
か
ら
延
岡
へ
転
居
す
る
為
の
旅
の
三
十
七
日
目
で
あ
る
。
当
時
六
十
四
歳

の
高
齢
で
あ
る
充
真
院
に
と
っ
て
長
旅
で
あ
る
が
、
四
月
二
十
四
日
に
大
坂
に

あ
る
内
藤
家
の
蔵
屋
敷
に
到
着
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
休
息
し
た
り
大
坂
見
物

を
し
て
楽
し
ん
だ
後
、
五
月
六
日
か
ら
船
で
瀬
戸
内
海
を
進
む
船
旅
を
は
じ
め

た
。
大
坂
の
河
口
か
ら
出
発
し
て
、
兵
庫
・
明
石
・
赤
穂
坂
出
・
大
多
府 （
椨
）・
多

度
津
な
ど
に
停
泊
し
な
が
ら
、
船
旅
の
十
日
目
に
金
毘
羅
参
詣
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。
大
坂
屋
敷
で
疲
れ
を
癒
し
た
と
は
い
え
、
船
旅
が
十
日
目
と
な
る
と

再
び
疲
れ
が
溜
ま
る
頃
と
思
わ
れ
る
。

金
毘
羅
参
り
は
船
か
ら
上
陸
し
て
陸
路
を
進
む
の
で
、
参
拝
の
為
に
丸
一
日

か
か
る
。
金
毘
羅
は
延
岡
に
向
か
う
途
中
に
位
置
す
る
も
の
の
、
参
拝
の
た
め

に
わ
ざ
わ
ざ
赴
い
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
金
毘
羅
参
り
に
関
し
て
「
五
十
三

次
ね
む
り
の
合
の
手
」
に
六
丁
も
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
な
お
、
充
真
院
は
金

毘
羅
を
「
金
毘
羅
様
」「
金
ひ
ら
様
」「
金
毘
羅
」
な
ど
と
表
記
し
て
い
る （１
）。
金

毘
羅
大
権
現
と
丁
寧
に
記
し
て
は
お
ら
ず
、
通
称
を
用
い
て
い
る
が
、
む
し
ろ

当
時
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
信
仰
と
し
て
の
名
称
を
充
真
院
も
用
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

充
真
院
一
行
が
金
毘
羅
参
り
に
選
ん
だ
経
路
は
、
讃
岐
国
の
多
度
津
に
入
港

し
て
、
金
毘
羅
五
街
道
の
一
つ
で
あ
る
多
度
津
街
道
を
通
り
金
毘
羅
に
向
か
う

行
程
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
大
坂
よ
り
東
か
ら
金
毘
羅
参
り
を
す
る
場
合
は
大

坂
か
ら
船
で
丸
亀
に
入
港
し
て
丸
亀
街
道
を
南
下
し
て
進
ん
だ
と
い
う （２
）。
充
真

院
一
行
も
大
坂
か
ら
海
路
を
進
ん
だ
の
で
丸
亀
か
ら
入
港
し
て
も
よ
さ
そ
う
で

あ
る
が
、
多
度
津
に
入
港
し
て
い
る
。
尤
も
、
多
度
津
は
近
世
後
期
に
は
「
丸

亀
に
も
勝
る
良
港
」
で
あ
っ
た （３
）。

詳
し
く
は
、
十
三
日
の
夕
七
つ
（
午
後
四
時
頃
）
に
多
度
津
に
入
港
し
て
そ

の
日
は
船
中
泊
し
て
お
り
、
十
四
日
も
多
度
津
に
滞
在
し
て
仕
度
に
備
え
た
後
、

十
五
日
に
金
毘
羅
に
向
け
て
出
発
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
十
四
日
に
金
毘
羅

を
参
拝
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
十
三
日
に
多
度
津
に
到
着
す
る
の
が
予
定

よ
り
も
遅
く
な
っ
た
為
、
十
四
日
を
準
備
の
日
と
し
て
、
十
五
日
に
参
拝
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
三
日
の
記
録
に
「
明
日
は
金
毘
羅
様
へ

参
詣
と
思
ひ
し
所
、
お
そ
ふ
成
し
ま
ゝ
、
明
日
一
統
支
度
し
て
、
明
後
早
朝
よ

り
ゆ
か
ん
と
申
出
し
ぬ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る （４
）。

尤
も
参
拝
の
準
備
を
す
る
の
は
御
供
た
ち
な
の
で
、
充
真
院
は
十
四
日
に
つ

い
て
「
何
も
な
し
」
と
一
言
記
し
た
の
み
で
あ
る （５
）。
御
供
の
準
備
と
は
、
金
毘

羅
に
参
拝
に
行
く
日
が
確
定
し
た
の
で
そ
れ
を
定
宿
に
伝
え
に
先
に
出
か
け
た

り
、
金
毘
羅
へ
向
か
う
陸
路
は
距
離
が
あ
り
、
い
わ
ば
小
旅
行
な
の
で
、
そ
の

為
に
必
要
な
品
を
準
備
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

充
真
院
の
金
毘
羅
参
り
に
同
行
し
た
具
体
的
な
人
数
は
不
明
で
あ
る
。
同
行

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
御
里
附
重
役
の
大
泉
市
右
衛
門
明
影
と
老
女
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の
砂
野
、
小
使
、
駕
籠
か
き
と
し
て
動
員
さ
れ
た
船
子
た
ち
な
ど
で
あ
る
。
同

行
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
実
な
者
は
重
役
副
添
格
の
斎
藤
儀
兵
衛
智
高
、
そ
の

他
に
花
と
雪
で
あ
る
。
斎
藤
儀
兵
衛
智
高
は
本
船
の
留
守
番
を
勤
め
、
花
と
雪

は
前
日
に
金
毘
羅
に
先
行
さ
せ
て
い
た （６
）。

十
五
日
の
金
毘
羅
参
り
は
、
船
か
ら
上
陸
し
て
金
毘
羅
へ
向
う
街
道
で
の
見

聞
も
、
金
毘
羅
そ
の
も
の
の
見
聞
と
共
に
充
真
院
に
と
っ
て
関
心
事
で
あ
っ
た
。

往
復
す
る
陸
路
も
小
旅
行
で
あ
り
、
充
真
院
は
見
聞
を
詳
し
く
記
録
し
た
。
当

日
の
出
発
、
上
陸
の
様
子
か
ら
以
下
に
順
に
見
て
み
よ
う
。

幸
い
に
も
十
五
日
は
朝
か
ら
天
気
に
恵
ま
れ
た
。
充
真
院
ら
は
ま
だ
夜
が
明

け
ぬ
う
ち
か
ら
準
備
を
し
て
出
発
し
た
。
ま
ず
、
「
船
に
乗
て
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
本
船
か
ら
小
船
に
乗
り
換
え
て
上
陸
し
た
の
で
あ
ろ
う （７
）。
な
お
、
充
真

院
は
多
度
津
か
ら
金
毘
羅
ま
で
の
距
離
に
つ
い
て
、
「
金
毘
羅
へ
は
四
里
と
の

こ
と
」
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
三
里
（
一
二
キ
ロ
）
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
距
離
が
あ
る
の
で
早
く
出
発
し
て
効
率
の
良
い
一
日
に
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
旧
暦
の
こ
の
時
期
は
、
現
在
の
六
月
中
旬
に
相
当
す
る
の
で
、

一
年
の
中
で
も
日
の
出
が
早
く
、
お
よ
そ
午
前
四
時
代
に
は
夜
明
け
を
迎
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
ま
だ
暗
い
午
前
四
時
代
の
早
い
時
間
帯
に
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

岸
に
移
る
小
船
か
ら
充
真
院
は
、
「
日
の
出
之
所
ゆ
へ
拝
し
有
難
て
」
と
日

の
出
を
眺
め
て
拝
ん
で
い
る （８
）。
海
上
か
ら
見
た
日
の
出
は
、
海
面
が
赤
々
と
光

輝
き
格
別
な
美
し
さ
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
充
真
院
は
そ
の
風
景
に
心
打
た

れ
、
さ
ら
に
当
時
の
人
々
が
有
す
る
太
陽
に
対
す
る
信
仰
心
に
よ
り
、
有
難
く

感
じ
て
い
る
。

船
か
ら
上
陸
し
た
波
塘
は
石
段
が
甚
だ
し
く
荒
れ
て
お
り
、
足
元
が
悪
く
危

険
で
あ
っ
た
。
充
真
院
は
「
人
々
に
手
こ
し
を
お
し
も
ら
ひ
し
か
と
」
と
、
御

付
に
手
や
腰
を
押
し
て
も
ら
い
な
が
ら
登
ろ
う
と
し
た
。
充
真
院
が
旅
の
過
程

で
こ
れ
程
手
厚
く
御
付
に
手
助
け
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
御
付
の
者
に

支
え
て
も
ら
っ
た
も
の
の
、
余
程
足
元
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
、
「
ず
る

�
�す

へ
り
ふ
み
は
つ
し
ぬ
れ
は
、
水
に
入
と
思
て
」
と
、
も
し
も
石
段
が
す
べ
り
足

を
踏
み
外
し
た
な
ら
ば
、
海
に
落
ち
て
し
ま
う
と
気
が
気
で
な
ら
な
か
っ
た
。

危
険
な
思
い
を
し
な
が
ら
も
、「
や
う

�
�と

と
を
り
て
駕
籠
に
入
」
と
、
や
っ

と
の
こ
と
で
石
段
を
登
り
用
意
し
て
い
た
駕
籠
に
乗
り
込
ん
だ
。

こ
こ
か
ら
駕
籠
に
揺
ら
れ
て
金
毘
羅
ま
で
陸
路
の
小
旅
行
が
始
ま
っ
た
。
充

真
院
は
駕
籠
の
中
か
ら
周
囲
の
景
色
を
眺
め
、
ま
ず
、
町
の
様
子
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
町
は
「
大
方
小
倉
よ
り
来
り
し
袴
地
・
真
田
、
売
家
多
み
ゆ
る
」
と
、

袴
の
生
地
や
真
田
紐
を
販
売
す
る
店
が
沢
山
あ
る
こ
と
に
目
を
止
め
て
い
る
。

充
真
院
は
こ
れ
ら
の
商
品
の
大
体
が
小
倉
か
ら
船
で
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
充
真
院
が
興
味
を
持
ち
、
御
付
に
尋
ね
さ
せ
て
知
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。さ
ら
に
進
む
と
農
家
ら
し
き
建
物
が
散
在
し
て
お
り
、
城
下
で
あ
る
と
い
う
。

具
体
的
な
記
述
は
無
い
が
、
こ
の
城
下
と
は
多
度
津
藩
の
陣
屋
の
周
辺
の
こ
と

で
あ
る
。
多
度
津
藩
の
藩
主
は
京
極
氏
で
一
万
石
の
外
様
大
名
で
あ
る
。
三
町

（
三
二

七
ｍ
）
程

進
む
と

松
並

木
が

続
き
、

左
側
に
は

池
ら
し
い
様
子
が
見
え

た
と
い
う
。
松
並
木
が
続
く
の
は
、
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
箇
所
を
進
ん
で

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
先
は
田
畑
や
農
家
が
多
く
あ
っ
た
と
い
う
の
で
、
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街
道
が
農
村
沿
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
付
近
は
「
金
ひ
ら
参
の
人
に
行

合
」
と
、
充
真
院
一
行
と
同
じ
様
に
金
毘
羅
参
り
の
人
に
出
会
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
里
半
（
六
キ
ロ
）
程
進
ん
で
か
ら
、
小
休
憩
を
と
っ
た
。
間
取

り
に
興
味
を
寄
せ
る
充
真
院
は
、
さ
っ
そ
く
休
憩
し
た
家
の
造
作
を
観
察
し
て

書
き
留
め
た
。
「
此
家
は
門
を
入
と
少
し
庭
有
て
、
座
敷
へ
上
れ
は
、
八
畳
計

の
次
も
同
し
」
と
、
門
や
庭
が
あ
る
こ
と
や
、
八
畳
間
が
二
部
屋
続
い
て
い
る

様
子
を
確
認
し
て
い
る
。
充
真
院
は
座
敷
に
上
が
っ
て
休
憩
を
と
っ
た
。
座
敷

に
は
「
脇
に
窓
有
て
、
め
の
下
に
田
有
て
、
夫
に
て
馬
を
田
に
入
て
植
付
の
地

な
ら
し
居
も
め
つ
ら
し
く
」
と
、
窓
か
ら
外
を
見
る
と
す
ぐ
下
に
田
が
有
り
、

馬
を
田
に
入
れ
て
田
植
え
に
備
え
て
地
な
ら
し
を
し
て
い
た
。
農
作
業
の
様
子

を
充
真
院
は
珍
し
く
思
い
な
が
ら
眺
め
た
。
こ
れ
程
近
く
で
農
作
業
を
見
る
こ

と
は
、
充
真
院
に
と
っ
て
極
め
て
稀
な
体
験
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
家
で
充
真
院
は
「
茶
抔
の
み
、
い
こ
ひ
し
」
と
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

寛
い
だ
。
休
憩
し
て
い
る
時
に
、
先
日
、
先
に
金
毘
羅
参
り
に
出
か
け
た
御
付

の
花
と
雪
が
休
憩
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た （９
）。
こ
こ
で
充
真
院
は
思

い
が
け
ず
心
魅
か
れ
る
物
を
目
に
し
た
。
そ
れ
は
、
充
真
院
が
通
さ
れ
た
部
屋

の
隣
の
部
屋
に
備
え
て
い
た

�り
交
ぜ
屏
風
で
あ
る （

�）。
充
真
院
は
そ
の
時
の
様

子
を
「
次
の
間
な
る
屏
風
の
は
り
ま
せ
に
は
何
か
有
哉
と
見
れ
は
」
と
、
具
体

的
に
記
し
て
い
る
。
屏
風
に
張
っ
て
あ
っ
た
物
は
、
「
文
晁
の
蝶
の
絵
、
南
湖

の
山
水
、
南
岺
の
人
物
を
初
、
我
し
れ
る
歌
よ
み
の
大
人
発
句
い
ろ

�
�名

高

人
多
帳
有
」
と
当
時
著
名
で
あ
っ
た
谷
文
晁
が
描
い
た
蝶
の
絵
、
春
木
南
湖
の

山
水
画
、
南
岺
の
人
物
画
な
ど
の
絵
と
共
に
、
充
真
院
が
知
っ
て
い
る
著
名
な

俳
諧
、
さ
ら
に
様
々
な
有
名
人
の
作
品
が
屏
風
に

�っ
て
あ
っ
た
。
絵
心
が
あ

り
文
学
に
親
し
ん
で
い
る
充
真
院
に
と
っ
て
、
心
と
き
め
く
作
者
と
作
品
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
江
戸
に
住
ん
で
い
た
頃
に
知
っ
た
絵
師
や
俳

諧
師
の
作
品
に
、
遠
く
離
れ
た
旅
先
で
出
会
え
て
懐
か
し
さ
も
伴
い
、
一
入
感

動
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

充
真
院
は
そ
の
感
想
を
「
う
れ
し
く
て
」
と
率
直
に
表
明
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
数
々
の
作
品
を
「
よ
く
書
留
度
は
思
へ
と
」
と
、
自
分
の
備
忘
と

し
て
詳
し
く
書
き
留
め
て
置
き
た
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
沢
山
の
作
品
に
つ

い
て
記
録
す
る
十
分
な
時
間
を
と
る
こ
と
は
、
金
毘
羅
を
目
指
す
予
定
が
控
え

て
い
る
の
で
無
理
で
あ
っ
た
。
「
旅
に
し
あ
れ
は
致
か
た
無
過
ぬ
」
と
、
無
念

さ
を
か
み
し
め
な
が
ら
断
念
し
た
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
金
毘
羅
へ
の
参

拝
が
当
日
の
目
的
な
の
で
、
一
行
の
主
人
で
あ
る
充
真
院
の
希
望
で
あ
っ
て
も
、

予
定
外
の
時
間
に
費
や
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

休
憩
を
終
え
て
街
道
を
進
み
な
が
ら
、
充
真
院
は
周
辺
の
様
子
を
観
察
し
て

い
る
。
周
囲
は
田
畑
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
金
毘
羅
参
詣
の
人
々
が
休
憩
す
る

為
の

簡
素
な
茶

店
が
何

軒
も
あ
っ
た
こ
と
を
目
に
留
め
て
い
る
。
「

百
姓
や
な

ら
ん
門
口
に
よ
し
津
を
は
り
て
、
戸
板
の
上
に
く
た
も
の
・
徳
り
に
御
酒
を
入
、

其
前
に

猪
口
を

五
ツ

・
六

ツ
に
な
（
ら
）
へ
て
有
、

幾
軒
も
見
へ

候
」
と
、
農

家
の
前
に
葦
簾
を
か
け
た
簡
素
な
休
憩
所
を
設
け
て
、
机
代
わ
り
の
戸
板
の
上

に
果
物
や
御
酒
を
供
し
て
い
た
の
で
あ
る
（

�）。
参
拝
者
が
多
い
金
毘
羅
へ
向
か
う

街
道
だ
か
ら
こ
そ
、
周
辺
の
農
民
も
こ
の
よ
う
な
商
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

庶
民
向
け
の
簡
素
な
休
憩
所
は
、
充
真
院
の
目
に
珍
し
く
写
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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お
酒
が
好
き
な
充
真
院
ら
し
い
着
目
点
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

充
真
院
は
街
道
を
行
く
人
々
に
も
興
味
を
寄
せ
て
い
る
。
一
行
の
進
む
反
対

側
か
ら
馬
に
三
人
乗
り
を
し
た
者
た
ち
が
充
真
院
一
行
と
す
れ
違
っ
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
充
真
院
ら
を
見
て
、
急
い
で
除
け
よ
う
と
し
て
百
姓
ら
が
設
置
し

た
休
憩
所
で
あ
る
葦
簾
張
り
の
中
に
入
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
馬
に
乗
っ
て
い

た
為
に
葦
簾
に
馬
上
の
人
が
ひ
っ
か
か
り
、
葦
簾
が
落
ち
て
囲
い
が
壊
れ
た
う

え
、
馬
が
驚
い
て
跳
ね
る
な
ど
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
充
真
院
は
こ
の
思
い
が
け

な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
見
て
肝
を
冷
や
し
た
よ
う
で
、「
誠
に
あ
ふ
な
く
と
思
ふ
」

と
心
配
し
た
心
地
を
記
し
て
い
る
。

前
述
し
た
が
、
充
真
院
一
行
の
金
毘
羅
参
り
は
海
路
を
進
む
途
中
で
あ
っ
た
。

江
戸
か
ら
大
坂
屋
敷
ま
で
は
駕
籠
か
き
が
同
行
し
て
い
た
が
、
大
坂
か
ら
延
岡

ま
で
は
船
を
用
い
る
の
で
船
子
は
い
る
が
駕
籠
か
き
は
い
な
い
。
「
舟
中
よ
り

参
詣
す
る
事
故
、
駕
籠
之
者
も
な
く
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
「
舟
子
共
を
け
ふ
は

駕
籠
か
き
に
し
て
行
」
と
、
舟
子
に
駕
籠
を
担
が
せ
る
こ
と
に
し
た
。

船
子
等
は
駕
籠
を
担
い
だ
経
験
が
無
い
の
で
心
配
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。
自
信
が

無
く
不
安
な
心
地
を
、
互
い
に
話
し
て
い
る
様
子
を
充
真
院
は
耳
に
し
て
い
る
。

「
其
も
の
ゝ
咄
し
を
聞
は
、
か
こ
は
一
度
も
か
つ
ぎ
し
事
は
な
け
れ
と
、
先
々

お
と
さ
ぬ
様
に
大
切
に
か
つ
き
行
さ
へ
す
れ
は
よ
か
ら
ん
と
云
し
を
聞
き
」
と
、

船
子
た
ち
が
駕
籠
を
担
い
だ
こ
と
は
今
ま
で
一
度
も
無
い
け
れ
ど
、
駕
籠
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
大
切
に
担
い
で
い
け
ば
良
い
だ
ろ
う
と
話
し
合
っ
て
い
た
と

い
う
。
船
子
た
ち
は
、
初
め
て
の
駕
籠
か
き
で
あ
る
う
え
、
主
人
で
あ
る
充
真

院
が
乗
っ
て
い
る
の
で
大
切
に
駕
籠
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
心
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
充
真
院
は
「
か
わ
ゆ
そ
う
に
も
思
、
又
お
か
し
と
も
お

も
へ
る
由
」
と
、
本
職
で
は
な
い
仕
事
を
命
じ
ら
れ
た
船
子
た
ち
を
可
哀
相
で

あ
る
と
同
情
し
な
が
ら
も
、
そ
の
会
話
を
愉
快
に
も
感
じ
て
い
る
。
愉
快
に
感

じ
た
会
話
は
、
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
船
子
た
ち

が
言
う
落
と
さ
な
い
対
象
と
は
駕
籠
と
も
、
駕
籠
に
乗
り
込
ん
で
い
る
充
真
院

の
こ
と
、
は
た
ま
た
そ
の
両
方
と
も
読
み
と
れ
る
。
船
子
た
ち
は
お
お
い
に
困

惑
し
な
が
ら
も
、
そ
の
会
話
か
ら
は
そ
こ
は
か
と
な
く
可
笑
し
さ
が
滲
み
出
て

い
る
。
な
お
、
充
真
院
が
船
子
た
ち
を
気
の
毒
に
思
っ
て
い
る
様
子
は
、
身
分

の
低
い
使
用
人
た
ち
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
寄
せ
る
充
真
院
ら
し
い
優

し
さ
と
い
え
よ
う
。

船
子
た
ち
は
「
か
こ
か
き
お
ほ
へ
し
小
使
有
し
ゆ
へ
、
お
し
へ

�
�行

し
」

と
、
駕
籠
か
き
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
小
使
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
進
ん
だ
の

で
あ
る
。
駕
籠
を
か
く
に
は
、
中
に
乗
っ
て
い
る
人
に
負
担
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

揺
れ
を
抑
え
る
よ
う
に
運
ぶ
な
ど
、
こ
つ
が
必
要
な
の
あ
る
。

し
か
し
、
困
っ
た
事
態
が
生
じ
た
。
船
子
ら
が
か
つ
ぐ
駕
籠
に
乗
っ
て
い
た

充
真
院
は
、
そ
の
後
体
調
に
不
調
を
き
た
し
た
の
で
あ
る
。
「
か
こ
に
ゆ
ら
れ

し
故
か
、
暑
に
障
り
し
ゆ
へ
か
、
気
分
悪
く
、
と
う
き
し
て
薬
抔
用
ひ
つ
ゝ
行
」

と
、
原
因
は
駕
籠
に
揺
ら
れ
た
為
か
、
ま
た
は
暑
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
気
分

が
悪
く
な
り
動
悸
も
し
た
の
で
薬
を
服
用
し
た
と
い
う
。
初
め
て
駕
籠
を
か
く

船
子
た
ち
な
の
で
揺
れ
が
殊
の
外
大
き
く
、
充
真
院
は
不
調
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
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気
分
が
悪
く
な
っ
た
も
の
の
、
薬
が
直
ぐ
に
効
を
発
し
た
よ
う
で
、
そ
れ
に

続
く
記
述
は
周
り
の
風
景
を
眺
め
て
美
し
さ
を
愛
で
る
余
裕
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
景
色
は
「
早
苗
の
う
へ
渡
し
た
る
田
は
青
々
と
し
て
詠
よ
く
、
向
に
御
山

み
へ
る
と
知
ら
せ
う
れ
し
く
、
夜
分
は
さ
そ
な
蛍
に
て
も
飛
て
よ
か
ら
ん
と
思

ひ
つ
ゝ
」
と
あ
る
。
一
面
に
早
苗
の
初
々
し
い
緑
が
広
が
る
田
は
、
清
清
し
く

美
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
充
真
院
の
心
を
満
た
し
短
歌
が
ふ
っ
と
湧
く
よ
う

に
詠
め
た
の
で
あ
る
。

歌
心
の
あ
る
充
真
院
に
と
っ
て
、
感
動
し
た
気
持
ち
を
極
め
て
自
然
に
短
歌

に
詠
み
込
め
た
こ
と
は
喜
び
で
あ
る
。
そ
し
て
、
目
指
す
金
毘
羅
が
中
腹
に
鎮

座
す
る
象
頭
山
が
向
こ
う
に
見
え
る
こ
と
を
確
認
し
て
う
れ
し
く
思
い
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
こ
の
場
所
は
夜
に
蛍
が
舞
い
飛
ぶ
情
景
も
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
ろ
う
と
、
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
暗
闇
に
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
見
え
る

早
苗
の
間
の
水
面
に
、
蛍
の
光
り
が
映
り
輝
く
様
子
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
あ

ろ
う
。

美
し
い
風
景
を
堪
能
し
た
後
に
、
寺
で
小
休
憩
を
と
っ
た
。
こ
の
寺
の
具
体

的
な
名
称
は
不
明
で
あ
る
。
寺
に
入
る
と
充
真
院
は
「
何
か
拝
す
神
に
て
も
有

哉
と
思
ひ
し
所
」
と
、
さ
っ
そ
く
拝
む
対
象
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
気
に
し
て
い

る
。
信
仰
心
が
厚
い
充
真
院
ら
し
い
。

こ
の
寺
は
僧
侶
が
無
住
で
あ
り
町
が
管
理
し
て
い
た
。
充
真
院
一
行
が
休
憩

に
立
ち
寄
る
こ
と
は
急
に
決
ま
っ
た
為
、
あ
ら
か
じ
め
町
側
が
清
掃
で
き
ず
、

寺
の
座
敷
は
荒
れ
放
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
「
す
わ
る
事
も
な
ら
ぬ
く
ら

ひ
こ
み
た
ら
け
、
皆
つ
ま
た
て
あ
る
き
て
」
と
、
腰
掛
け
る
こ
と
も
出
来
な
い

程
、
ご
み
だ
ら
け
で
あ
り
、
一
行
の
人
々
は
汚
れ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
爪
先
立

ち
で
歩
い
た
と
い
う （

�）。
そ
し
て
「
た
は
こ
抔
の
み
て
、
早
々
立
出
る
」
と
、
煙

草
を
一
服
し
た
だ
け
で
、
急
い
で
寺
を
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。

大
名
家
の
一
行
に
と
っ
て
、
荒
れ
放
題
で
ご
み
だ
ら
け
の
部
屋
を
目
に
し
た

り
、
さ
ら
に
不
潔
な
部
屋
に
入
室
す
る
の
は
稀
な
事
態
で
あ
り
、
非
日
常
の
旅

と
は
い
え
珍
し
い
経
験
で
あ
る
。
汚
さ
に
辟
易
し
て
早
々
に
立
ち
去
っ
た
寺
で

あ
る
が
、
充
真
院
は
庭
に
石
が
少
し
な
が
ら
配
し
て
あ
っ
た
こ
と
や
、
さ
つ
き

の
花
が
咲
い
て
い
る
が
、
雑
草
に
覆
わ
れ
て
他
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
と
観
察

し
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。

寺
を
出
て
か
ら
、
再
び
田
に
囲
ま
れ
た
道
を
進
ん
だ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と

町
に
近
づ
い
て
き
た
。
子
供
に
角
兵
衛
獅
子
の
軽
業
を
演
じ
さ
せ
て
物
乞
い
し

て
い
る
様
子
や
、
太
鼓
を
叩
い
て
い
る
渡
世
人
な
ど
を
見
な
が
ら
進
む
う
ち
に
、

金
毘
羅
の
近
く
ま
で
来
た
ら
し
く
、
人
家
が
増
え
て
御
宮
の
鰐
口
の
音
が
響
い

て
き
た
。
「

段
々
近
く

聞
ゆ
る

故
う
れ
し
く
」
と

鰐
口
の

響
く

音
が

次
第
に
近

づ
い
て
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
に
充
真
院
は
心
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
。

金
毘
羅
の
参
道
沿
い
の
町
は
「
随
分
家
並
も
よ
く
、
い
ろ

�
�の

売
物
も
有

て
賑
わ
ひ
」
と
、
家
並
み
が
整
っ
て
お
り
商
売
が
繁
盛
し
て
い
た
。
そ
の
様
子

を
充
真
院
は
「
道
中
筋
の
宿
場
よ
り
も
よ
く
、
何
も
ふ
し
ゆ
う
も
な
さ
そ
ふ
に

み
ゆ
」
と
、
途
中
で
見
か
け
た
街
道
の
宿
場
と
比
較
し
て
、
金
毘
羅
参
道
の
町

の
方
が
豊
か
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

金
毘
羅
参
道
沿
い
の
町
で
、
ま
ず
充
真
院
一
行
は
内
藤
家
が
定
宿
と
し
て
い

る
桜
屋
に
向
っ
た
。
桜
屋
は
表
参
道
沿
い
に
あ
る
宿
屋
で
あ
る （

�）。
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既
に
充
真
院
一
行
が
立
ち
寄
る
こ
と
が
連
絡
さ
れ
て
い
た
の
で
、
桜
屋
の
玄

関
に
は
「
延
岡
定
宿
」
と
札
が
掛
け
て
あ
っ
た
。
こ
こ
で
少
し
休
憩
し
て
暑
さ

で
疲
れ
た
体
を
休
め
よ
う
と
し
た
が
、
一
階
の
座
敷
は
人
通
り
が
多
く
て
障
子

を
開
け
に
く
い
の
で
、
二
階
に
上
り
広
く
風
の
通
る
座
敷
で
一
息
つ
い
て
か
ら
、

い
よ
い
よ
待
望
の
金
毘
羅
宮
へ
参
詣
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。

（

1）
こ
れ
ら
の
表
記
は
明
大
翻
刻
本
の
以
下
の
箇
書
に
あ
る
。
「
金
毘
羅
様
」
は
六

〇
頁
、「
金
ひ
ら
様
」
は
六
三
頁
、「
金
毘
羅
」
は
六
一
頁
で
あ
る
。

（
２
）
『
香
川
県
史
』
第
四
巻
・
通
史
編
・
近
世
Ⅱ
、
五
一
七
頁
。

（

3）
注（

2）と
同
書
、
五
二
一
頁
。

（

4）
明
大
翻
刻
本
、
六
〇
頁
。

（

5）
明
大
翻
刻
本
、
六
一
頁
。
な
お
、
以
後
に
続
く
引
用
は
注
記
無
き
限
り
同
頁
か

ら
で
あ
る
。

（

6）
市
右
衛
門
と
砂
野
が
同
行
し
て
い
た
こ
と
は
明
大
翻
刻
本
の
六
四
頁
、
小
使
と

船
子
が
同
行
し
た
こ
と
は
同
書
の
六
二
頁
、
儀
兵
衛
が
本
船
で
留
守
番
を
し
て
い

た
こ
と
は
同
書
の
六
四
頁
、
花
と
雪
が
前
日
か
ら
金
毘
羅
に
先
行
し
て
い
た
こ
と

は
同
書
六
一
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
任
務
や
立
場
に
つ
い
て
は
前
掲
拙

著
の
一
三
一
～
二
頁
、
一
六
五
頁
で
紹
介
し
た
。
な
お
、
以
下
の
本
文
で
大
泉
市

右
衛
門
明
影
と
斎
藤
儀
兵
衛
智
高
に
つ
い
て
表
記
す
る
場
合
、
充
真
院
の
記
載
に

従
い
市
右
衛
門
・
儀
兵
衛
と
通
称
で
示
す
。

（

7）
出
発
の
際
に
詳
し
い
描
写
を
欠
い
て
い
る
が
、
金
毘
羅
参
り
を
終
え
て
船
に
戻

る
際
の
記
述
（
明
大
翻
刻
本
、
六
七
頁
）
に
小
船
に
乗
り
本
船
に
戻
る
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
。

（

8）
充
真
院
が
日
の
出
を
目
に
す
る
と
拝
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関

心
と
人
物
像
」
（

2）
の
四
六
頁
、
五
一
頁
、
前
掲
拙
著
の
一
八
七
～
八
頁
、
一

九
四
頁
で
紹
介
し
た
。

（

9）
花
と
雪
が
十
四
日
に
充
真
院
よ
り
も
先
に
金
毘
羅
に
参
詣
に
出
か
け
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像
」
（

2）
の
七
頁
、
前
掲
拙
著
の
一
四
九
頁

で
紹
介
し
た
。

（

10）
充
真
院
が

�り
交
ぜ
屏
風
に
興
味
を
示
し
た
事
と
、
そ
の
作
品
の
作
者
ら
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像
」
（

2）
の
四
八
頁
、
前
掲
拙
著
の
一
九
一
～

二
頁
で
紹
介
し
た
。

（

11）
明
大
翻
刻
本
、
六
二
頁
。
以
下
、
注
記
無
き
限
り
同
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（

12）
明
大
翻
刻
本
、
六
三
頁
。
以
下
、
注
記
無
き
限
り
同
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（

13）
『
香
川
県
史
』
第
四
巻
通
史
編
近
世
Ⅱ
の
一
三
七
頁
に
桜
屋
伝
兵
衛
の
宿
に
関

す
る
記
述
が
あ
る
。
内
藤
家
が
定
宿
に
し
て
お
り
、
充
真
院
が
訪
れ
た
の
は
、
ま

さ
し
く
こ
の
宿
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
宿
は
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
は
存

在
し
て
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
定
宿
に
つ
い
て
、
明
大
翻
刻
本
の
六
三

頁
・
六
五
頁
で
は
「
椛
や
」
と
翻
刻
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
大
学
博

物
館
が
所
蔵
す
る
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
の
原
本
に
は
「
桜
や
」
と
記

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
述
す
る
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
で
は
明
大

翻
刻
本
の
一
二
四
頁
と
一
二
五
頁
に
「
桜
や
」
と
翻
刻
し
て
お
り
、
そ
の
原
本
も

「
桜
や
」
と
記
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
充
真
院
本
人
は
一
貫
し
て
「
桜
」
と
記

し
て
お
り
、
「
椛
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
明
大
翻
刻
本

を
引
用
す
る
際
、「
椛
や
」
の
記
載
は
「
桜
や
」
と
改
め
て
記
す
。

二
初
め
て
の
金
毘
羅
参
り

金
毘
羅
に
参
詣
す
る
に
は
ひ
た
す
ら
坂
道
を
登
る
こ
と
と
な
る
。
象
頭
山
の

入
り
口
は
「
初
の
御
坂
は
五
間
も
あ
ら
ん
」
と
充
真
院
が
記
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
と
坂
道
が
五
間
（
九
〇
〇
ｍ
）
あ
り
、
次
に
石
段
が
幾
折
も
続
い
て
い
た

（
１
）。

充
真
院
は
ま
ず
、
坂
道
の
足
場
の
悪
さ
に
閉
口
し
た
。
こ
の
坂
道
は
登
り
坂
で
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あ
り
「
御
山
口
の
坂
は
、
足
場
悪
く
て
す
る

�
�と

す
へ
り
、
そ
う
り
ぬ
け
さ

る
や
う
い
ろ

�
�や

う

�
�人

々
に
た
す
け
ら
れ
」
と
、
足
元
が
す
べ
り
や
す

い
た
め
草
履
が
脱
げ
な
い
よ
う
に
御
付
に
補
助
し
て
も
ら
い
な
が
ら
登
り
始
め

た
。
す
べ
り
や
す
い
坂
道
を
苦
労
し
て
登
る
こ
と
は
、
高
齢
で
あ
る
充
真
院
に

と
っ
て
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
「
用
意
に
薬
水
抔
持
し
を
の
み
、
や
す
み

�
�

て
」
と
、
途
中
で
準
備
し
て
い
た
水
を
飲
ん
だ
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
し
な
が

ら
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

坂
道
を
登
り
き
る
と
次
は
石
段
が
続
く
。「
石
段
之
高
き
坂
い
く
つ
も
有
て
」

と
、
充
真
院
は
幾
折
に
も
続
く
石
段
を
見
上
げ
て
い
る
。
石
段
を
登
り
進
め
る

う
ち
に
、
充
真
院
は
体
調
が
悪
く
な
っ
て
き
た
。
「
行
程
々
に
つ
け
て
気
分
悪

く
、
と
う
き
し
け
れ
と
」
と
、
気
分
が
悪
く
な
り
、
動
悸
ま
で
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
大
名
家
の
女
性
た
ち
は
長
い
距
離
を
歩
く

こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
金
毘
羅
へ
向
か
う
参
道
は
ひ
た
す
ら
登
り

坂
が
続
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
日
は
陽
気
が
暑
か
っ
た
。
充
真
院
が
具

合
が
悪
く
な
っ
た
の
は
、
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
「
こ
ゝ

迄
参
詣
せ
し
に
上
ら
ん
も
残
念
と
思
ひ
」
と
、
せ
っ
か
く
こ
こ
迄
や
っ
て
き
て

お
き
な
が
ら
断
念
し
て
参
詣
し
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
と
思
い
、
体
調
不
良
を

我
慢
し
て
石
段
を
登
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
か
の
鰐
口
有
し
御
堂
の
前
に
は
青
貝
の
鳥
居
有
」
と
、
参
道
か
ら

遠
く
響
い
て
い
た
鰐
口
が
あ
る
御
堂
の
前
の
青
貝
の
鳥
居
の
所
ま
で
、
よ
う
や

く
た
ど
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鳥
居
と
は
、
現
在
の
桜
馬
場
西
詰
銅
鳥
居

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鳥
居
は
「
近
比
納
り
し
由
に
て
、
誠
に

�
�ひ

か

�
�し

て
有
り
」
と
、
充
真
院
が
参
拝
し
た
近
年
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
新
品
で
あ
る

た
め
ぴ
か
ぴ
か
と
光
り
輝
い
て
見
事
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
既
に
充
真
院
は
疲
れ
切
っ
て
い
た
。
体
力
が
限
界
に
近
く
な
っ

て
お
り
、
「
生
も
た
へ
な
ん
と
思
ひ
、
死
ひ
や
う
く
る
し
く
成
」
と
、
息
が
出

来
な
く
成
り
そ
う
な
程
で
あ
り
、
死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

程
苦
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
さ
あ
ら
は
急
に
も
及
ぬ
る
故
、
少
し
休

て
上
る
方
よ
し
」
と
、
急
ぐ
必
要
は
な
い
の
で
少
し
休
憩
し
て
か
ら
登
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
「
と
う
ろ
う
の
台
石
に
こ
し
か
け
休
居
」
と
灯
籠
の
台
座

の
石
に
腰
掛
け
て
ひ
と
ご
こ
ち
つ
く
ま
で
休
む
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

休
憩
し
て
い
る
折
に
、
盲
目
の
人
が
杖
に
す
が
り
な
が
ら
降
り
て
く
る
様
子

を
目
に
し
た
。
体
が
不
自
由
な
人
も
信
心
を
持
っ
て
参
拝
し
て
い
る
の
に
、
こ

の
ま
ま
疲
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
引
き
返
す
の
は
「
残
念
、
気
分
悪
く
」
と
充
真

院
は
思
っ
た
。
そ
し
て
「
御
宮
前
に
て
死
度
と
思
、
行
か
ね
し
は
よ
く

�
�

は
ち

（
罰
）

当
り
し
人
と
い
わ
れ
ん
も
恥
し
く
て
、
参
ら
ぬ
印
に
気
分
悪
と
思
へ
は
猶
々

お
そ
ろ
し
く
」
と
い
う
よ
う
に
、
死
ぬ
の
な
ら
御
宮
に
参
拝
し
て
か
ら
死
に
た

い
、
参
拝
し
な
け
れ
ば
本
当
に
罰
当
た
り
で
あ
る
と
人
に
言
わ
れ
る
の
は
恥
ず

か
し
い
、
参
拝
せ
ず
に
気
分
が
悪
い
と
い
う
の
は
尚
更
畏
れ
多
い
と
、
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
た
。
こ
の
思
い
に
は
当
時
の
人
々
な
ら
で
は
の
信
仰
心
の
深
さ
や
、

恥
の
意
識
な
ど
が
窺
わ
れ
る
。

充
真
院
は
奮
起
し
た
。
「
夫
よ
り
、
ひ
と
度
は
拝
し
度
と
気
を
は
り
」
と
、

と
に
か
く
一
度
は
参
拝
し
よ
う
と
固
く
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
又
々

幾
段
と
も
な
く
登
り
」
と
続
く
石
段
を
頑
張
っ
て
登
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
努
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力
の
甲
斐
あ
り
、
充
真
院
は
御
堂

本
堂

に
た
ど
り
つ
い
た
。
も
は
や

「
御
堂
の
脇
に
上
る
比
は
、
め
も
く
ら
み
少
し
い
き
つ
き
て
」
と
、
本
堂
に
到

着
す
る
頃
に
は
目
が
眩
み
息
が
少
し
荒
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
「
御
堂
の

わ
き
な
る
上
り
段
よ
り
上
り
て
拝
し
け
れ
と
」
と
、
本
堂
の
横
の
階
段
か
ら
本

堂
に
上
が
り
拝
ん
だ
の
で
あ
る （２
）。

本
堂
を
参
拝
し
た
折
に
、
充
真
院
は
御
内
陣
を
自
ら
の
目
で
確
認
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
「
目
悪
く
御
内
神 （
陣
）は
い
と
く
ろ
う
し
て
よ
く
も
拝
し

か
ね
し
お
り
、
や
う

�
�少

し
心
落
付
し
か
は
薄
く
見
へ
、
う
れ
し
く
」
と
、

日
頃
か
ら
目
が
悪
い
こ
と
に
加
え
て
本
堂
内
が
暗
い
の
で
よ
く
見
え
な
か
っ
た

が
、
心
が
落
ち
つ
い
て
か
ら
は
薄
っ
す
ら
と
見
え
た
と
い
う （３
）。
目
が
暗
さ
に
慣

れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
薄
く
見
え
た
の
で
は
あ
る
が
、
充
真
院
は
う
れ
し
く
思
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
御
守
う
け
度
、
又
所
々
様
へ
も
上
度
候
へ
共
」
と
、
お
守
を
授
与

さ
れ
た
り
、
他
の
御
堂
に
も
上
が
っ
て
拝
み
た
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
「
右
様

成
事
に
て
、
只
々
心
に
て
思
へ
る
計
に
て
御
宮
を
お
り
ぬ
」
と
、
疲
れ
が
甚
だ

し
く
、
さ
ら
に
目
の
具
合
も
悪
い
の
で
、
希
望
は
心
に
留
め
置
い
て
、
本
堂
を

退
出
し
て
下
山
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

無
理
を
押
し
て
本
堂
ま
で
た
ど
り
着
い
た
充
真
院
を
、
御
付
の
者
た
ち
は
た

い
へ
ん
心
配
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
「
皆
は
私
気
分
悪
き
に
て
、
御
守
戴
事

も
忘
て
気
を
も
み
居
計
と
の
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
御
付
は
充
真
院
を
心
配
す

る
あ
ま
り
、
充
真
院
が
入
手
し
た
か
っ
た
御
守
を
手
配
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。
充
真
院
は
御
守
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
に
残
念
に
思
っ

た
と
記
し
て
い
る
が
、
御
付
に
し
て
み
れ
ば
大
切
な
主
人
の
一
大
事
で
あ
る
。

下
山
す
る
時
も
「
今
来
り
し
石
段
を
、
又
人
々
に
た
す
け
ら
れ
つ
ゝ
お
り
て
」

と
、
御
付
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
や
っ
と
の
こ
と
で
石
段
を
降
り
た
の
で
あ
る
。

石
段
を
降
り
る
途
中
に
観
音
堂
が
あ
る
。
案
内
の
人
か
ら
観
音
堂
に
上
が
っ

て
拝
む
か
と
聞
か
れ
た
が
、
「
気
分
悪
く
上
る
も
め
ん
と
う
」
な
の
で
外
か
ら

拝
ん
だ
。
苦
し
い
な
が
ら
も
、
外
か
ら
拝
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
充
真
院
の
信
心

深
さ
ゆ
え
で
あ
る
。

充
真
院
が
御
付
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
下
山
し
て
い
る
様
子
は
「
余
り
く
る
し

そ
う
に
見
へ
し
」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た
た
め
、
当
寺
側
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。
僧
侶
が
充
真
院
ら
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
本
坊
に
あ
が
っ
て
休
憩
す

る
よ
う
勧
め
て
く
れ
た
の
で
、
好
意
に
甘
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
様
子
は

「
本
坊
へ
立
寄
休
よ
と
僧
の
来
た
り
て
、
い
ひ
し
ま
ゝ
し
た
か
ひ
て
行
し
所
」

と
あ
る
。

本
坊
と
は
金
光
院
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
住
職
は
宥
常
で
あ
る （４
）。
充
真
院

は
金
光
院
側
が
休
憩
す
る
た
め
に
提
供
し
て
く
れ
た
奥
の
座
敷
に
移
動
す
る
際

に
、
途
中
で
通
過
し
た
部
屋
や
周
囲
の
様
子
な
ど
を
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
実
に
具
に
観
察
し
て
い
た
こ
と
が
、
詳
し
い
記
述
と
挿
絵
（
図

１
）
か
ら
窺
わ
れ
る
。

ま
ず
、
玄
関
に
つ
い
て
「
り
っ
は
成
門
有
て
、
玄
関
に
は
紫
な
る
幕
を
張
、

一
間
計
の
石
段
を
上
り
」
と
記
し
、
挿
絵
と
し
て
玄
関
先
の
造
り
石
段
、
幕
、

そ
の
横
の
躑
躅
の
植
え
込
み
と
塀
を
描
い
て
い
る
。
挿
絵
に
は
「
何
れ
も
う
ろ

覚
な
が
ら
書
」
と
添
え
書
き
を
し
て
い
る
が
、
後
に
思
い
出
し
て
し
た
た
め
た

日向国延岡藩内藤充真院の金毘羅参り（１） 201（10）



と
は
い
え
、
的
確
に
描
写
し
て
い
る （５
）。
金
光
院
の
玄
関
に
僧
侶
ら
が
充
真
院
を

出
迎
え
て
く
れ
た
。

そ
こ
か
ら
一
間
（
一
八
〇
糎
）
程
の
高
さ
の
箱
段
を
上
り
、
次
に
右
に
進
み
、

さ
ら
に
左
に
進
む
と
一
間
半
（
二
七
〇
糎
）
程
の
箱
段
を
上
が
る
と
書
院
ら
し

い
広
い
座
敷
が
あ
る
と
こ
ろ
の
入
側
を
進
む
。
こ
の
右
へ
廻
る
と
庭
が
あ
り
少

し
流
れ
も
あ
り
、
植
木
も
あ
り
、
向
こ
う
側
で
は
普
請
を
し
て
い
る
。

充
真
院
は
こ
こ
で
休
む
の
か
と
思
っ
た
が
、
さ
ら
に
奥
に
案
内
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
釣
簾
の
下
が
る
書
院
が
あ
っ
た
。
書
院
に
は
次
の
間
と
広
座
敷
が
あ
り
、

広
座
敷
に
は
床
の
間
と
違
棚
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
入
端
の
奥
か
ら
縁
に
出
て
右

に
曲
が
る
と
箱
段
が
あ
る
。
こ
こ
を
上
り
折
れ
て
進
む
と
、
板
張
り
の
廊
下
が

あ
り
直
ぐ
横
の
二
間
（
三
六
〇
糎
）
程
の
細
長
い
庭
の
と
こ
ろ
に
小
さ
な
流
れ

が
あ
り
、
朱
塗
り
の
橋
が
二
つ
架
け
て
あ
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
、
表
座
敷
に
面

し
た
庭
に
注
い
で
い
た （６
）。
そ
の
向
い
に
立
派
な
経
堂
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
段
を

上
り
奥
へ
と
導
か
れ
、
十
二
畳
程
の
座
敷
も
通
り
過
ぎ
、
よ
う
や
く
休
憩
の
為

に
提
供
さ
れ
た
部
屋
に
た
ど
り
着
い
た
。

そ
の
部
屋
は
大
き
な
衝
立
や
台
子
の
有
る
上
座
敷
で
、
「
立
三
間
、
横
二
間

も
座
敷
金
は
り
付
、
其
上
之
間
之
中
し
き
り
に
は
み
す
も
掛
け
」
、
す
な
わ
ち

縦
は
三
間
（
五
四
〇
糎
）
、
横
が
二
間
（
三
六
〇
糎
）
の
広
さ
で
、
周
囲
を
金

箔
で
装
飾
し
た
豪
華
な
部
屋
で
、
座
敷
の
中
仕
切
り
と
し
て
御
簾
が
か
け
て
あ
っ

た
。
そ
の
隣
の
上
座
敷
に
も
釣
簾
が
掛
り
、
畳
が
二
枚
敷
い
て
あ
っ
た
。
そ
の

部
屋
の
向
こ
う
に
は
入
側
が
あ
り
、
隣
接
し
て
庭
が
広
が
り
、
さ
ら
に
讃
岐
富

士
が
借
景
と
し
て
美
し
く
見
え
た
。
「
庭
打
こ
し
、
海
之
方
み
ゆ
る
、
さ
ぬ
き

冨
士
と
云
は
あ
の
山
か
と
市
右
衛
門
尋
し
か
は
、
左
也
と
云
」
と
、
庭
に
出
て

海
の
方
向
を
眺
め
る
と
山
が
見
え
た
の
で
、
市
右
衛
門
が
あ
の
山
は
讃
岐
富
士

か
と
寺
の
者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
通
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

庭
に
は
よ
く
手
入
れ
を
施
し
た
植
木
や
石
灯
籠
が
配
し
て
あ
っ
た
。
丸
い
形

に
整
え
た
五
月
躑
躅
は
折
し
も
花
盛
り
で
あ
っ
た
。
上
段
を
通
り
そ
の
向
こ
う

は
用
所
、
左
側
に
行
く
と
茶
座
敷
と
水
屋
が
設
け
て
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
行

く
と
元
の
次
の
間
が
あ
り
、
向
い
に
泉
水
や
築
山
が
あ
る
庭
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
充
真
院
は
部
屋
に
通
さ
れ
て
か
ら
、
ま
ず
は
周
囲
を
珍
し
そ
う

に
見
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
体
を
横
た
え
て
休
ん
だ
の
で
は
な
い
。
好
奇
心
旺
盛

な
性
格
も
一
因
し
て
い
よ
う
が
、
何
よ
り
も
充
真
院
の
体
調
不
良
は
一
過
性
の

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
高
齢
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
当
日
の
蒸
し
暑
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さ
、
乗
り
心
地
の
良
く
な
い
駕
籠
、
長
く
続
く
石
段
を
登
り
疲
れ
切
っ
た
こ
と

な
ど
、
悪
条
件
が
重
な
っ
た
故
で
あ
る
。

充
真
院
は
周
囲
を
見
た
後
に
「
座
に
付
は
、
茶
・
た
は
こ
盆
（
出
）
し
候
」

と
、
よ
う
や
く
部
屋
に
座
り
、
金
光
院
側
が
出
し
て
く
れ
た
茶
や
煙
草
で
一
服

し
た
。
茶
を
飲
み
煙
草
を
吸
っ
て
一
息
つ
い
て
か
ら
、
「
気
分
悪
く
少
し
休
居

候
」
と
体
を
横
た
え
て
休
息
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
「
枕
と
て
、
も
ふ
せ
ん
に

奉
書
紙
を
ま
き
て
出
し
候
ま
ゝ
、
よ
く
も
気
か
付
て
趣
向
出
来
候
と
わ
ら
ひ
ぬ
」

と
、
金
光
院
側
が
枕
に
使
う
よ
う
に
と
毛
氈
を
お
そ
ら
く
巻
く
か
畳
ん
で
、
奉

書
紙
を
か
け
て
整
え
た
も
の
が
用
意
し
て
あ
る
の
を
見
て
、
充
真
院
は
良
く
気

が
つ
い
て
く
れ
た
う
え
趣
向
が
あ
る
と
、
う
れ
し
く
愉
快
に
感
じ
笑
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
ね
り
や
う
か
ん
と
干
く
わ
し
出
し
候
、
至
て
宜
敷
風
味
之
由
」

と
、
練
り
羊
羹
と
干
菓
子
も
用
意
し
て
く
れ
て
あ
り
、
た
い
へ
ん
美
味
し
か
っ

た
と
感
想
を
述
べ
て
い
る （７
）。
疲
れ
果
て
た
体
に
甘
い
お
菓
子
は
格
別
に
お
い
し

く
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

図

2は
充
真
院
が
描
い
た
休
憩
し
た
部
屋
の
挿
絵
で
あ
る
。
上
部
は
通
さ
れ

た
部
屋
と
そ
の
周
囲
の
間
取
り
図
で
、
下
部
は
休
憩
し
た
部
屋
を
吹
き
抜
け
屋

台
の
視
点
で
立
体
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
る （８
）。
間
取
り
は
充
真
院
の
関
心
事
で

あ
る
が
、
体
調
不
良
に
も
関
わ
ら
ず
見
事
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
に
描

き
分
け
た
挿
絵
に
よ
り
、
充
真
院
が
休
ん
だ
部
屋
の
様
子
が
と
て
も
良
く
わ
か

る
。
加
え
て
、
充
真
院
の
記
憶
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
歩
き
な
が
ら

見
た
場
所
に
つ
い
て
図
に
描
き
お
こ
す
能
力
が
秀
逸
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

な
お
、
間
取
り
図
に
は
充
真
院
が
休
憩
し
た
際
に
金
光
院
側
が
用
意
し
た
茶

椀
や
菓
子
皿
、
煙
草
盆
ら
し
き
物
が
描
か
れ
て
い
る
様
子
が
何
と
も
ほ
ほ
え
ま

し
い
。

充
真
院
が
休
憩
し
て
い
る
間
に
「
八
ツ
比
」
、
す
な
わ
ち
現
在
の
午
後
二
時

頃
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
御
付
の
者
た
ち
は
、
充
真
院
が
体
調
不
良
と
な
り
、

そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
為
、
昼
食
を
摂
る
機
会
を
逸
し
て
い
た
。
そ
こ
で
充
真

院
は
「
皆
々
か
わ
り

�
�に

下
山
し
て
た
へ
ん
」
「
そ
の
う
ち
に
は
私
も
よ
か

ら
ん
」
と
、
御
付
た
ち
に
交
代
し
な
が
ら
下
山
し
て
食
事
を
摂
る
よ
う
に
勧
め
、

そ
の
間
に
自
分
も
元
気
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
言
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
充
真
院
は
気
分
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
桜
屋
に
戻
る
こ
と
と

な
っ
た
。
夕
方
ま
で
に
は
気
分
が
す
っ
か
り
快
復
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
金

光
院
の
門
前
に
駕
籠
を
待
機
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
座
敷
か
ら
退
出
し
て
、
先
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に
来
た
通
路
や
座
敷
を
同
じ
く
戻
り
駕
籠
に
乗
っ
て
下
山
し
た
。
下
山
に
際
し

て
は
、
「
少
し
道
か
わ
り
候
哉
、
石
段
も
な
く
、
初
之
た
ら

�
�上

り
の
坂
に

出
、
桜
や
に
行
く
」
と
あ
る
の
で
、
上
り
坂
か
ら
見
て
左
側
（
西
側
）
に
あ
る

坂
道
を
下
っ
て
、
桜
屋
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。

桜
屋
に
到
着
し
た
充
真
院
は
、
そ
れ
ま
で
張
り
詰
め
て
い
た
気
持
ち
が
急
に

緩
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
、
「
二
階
に
て
ふ
し
」
と
桜
屋
の
二
階
で
と
う
と
う
ぐ
っ

た
り
と
横
に
な
っ
た
の
で
あ
る （９
）。
充
真
院
が
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、「
鉢
・

肴
・
御
酒
・
く
わ
し
・
二
汁
五
さ
い
の
膳
、
其
外
い
ろ

�
�出

さ
せ
候
へ
と
も

一
口
も
た
へ
す
」
と
、
桜
屋
は
豪
華
な
料
理
を
供
し
て
く
れ
た
。
残
念
な
が
ら

充
真
院
は
御
馳
走
を
一
口
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
か
や
う
に
丁
寧
な
ら
す

と
も
よ
さ
そ
な
」
と
充
真
院
が
御
付
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
御
馳
走
が
用
意
さ
れ

る
の
は
先
例
で
あ
る
と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。

な
お
、
桜
屋
の
料
理
は
「
誰
参
り
候
て
も
二
度
と
一
色
の
品
は
出
さ
ぬ
よ
し
、

十
日
く
ら
ひ
は
違
た
る
も
の
出
す
」
と
、
ど
の
よ
う
な
お
客
に
対
し
て
も
同
じ

品
の
料
理
は
出
さ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
十
日
ぐ
ら
い
は
違
う
品
を
供
す
る
心
配

り
を
し
て
い
る
こ
と
を
充
真
院
は
知
り
書
き
留
め
た
。
桜
屋
は
徹
底
し
た
営
業

努
力
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
針
だ
か
ら
こ
そ
、
大
名
家
の
一

行
が
利
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
、
定
宿
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
「
寺
よ
り
も
使
者
来
り
、
参
詣
の
悦
い
ふ
て
、
金
玉
糖

も
ら
ひ
候
」
と
、
金
毘
羅
か
ら
桜
屋
に
使
者
が
到
来
し
て
、
充
真
院
ら
が
参
拝

に
訪
れ
た
こ
と
に
対
し
て
御
礼
の
挨
拶
を
伝
え
、
金
玉
糖
を
土
産
と
し
て
届
け

て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

夕
方
に
な
り
暑
さ
が
少
し
和
ら
い
だ
七
つ
半
（
午
後
五
時
頃
）
前
に
桜
屋
を

出
発
し
て
、
往
路
を
戻
る
こ
と
に
し
た
。
復
路
で
充
真
院
ら
し
さ

前
向
き

で
明
る
い
性
格
や
、
御
付
の
者
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
心
遣
い

が
窺
わ
れ
る
一
幕
が
あ
っ
た
（

�）。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
日
入
比
に
田
の
畔
に
野
立
し
け
れ
は
、
茶
を
た
へ
ん
と
思
て
」
と
、
途
中

で
日
が
沈
む
頃
に
野
外
で
休
憩
す
る
際
に
茶
を
飲
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
茶
を

飲
む
と
あ
る
が
、
実
は
薬
を
服
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
用
意
と
し
て

「
小
や
か
ん
に
水
入
て
よ
く
包
、
駕
籠
の
わ
き
に
置
し
か
と
」
と
、
小
さ
い
薬

缶
に
水
を
汲
ん
で
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
包
み
充
真
院
が
乗
っ
て
い
る
駕
籠
の
脇

に
置
い
て
い
た
が
、
「
ゆ
れ
る
度
に
口
よ
り
ひ
よ
こ

�
�水

出
て
、
あ
た
り
は

皆
ぬ
れ
し
儘
、
薬
ど
こ
ろ
に
も
な
く
、
其
し
ま
つ
に
て
大
こ
ま
り
」
と
、
駕
籠

が
揺
れ
る
た
び
に
水
が
薬
缶
の
口
か
ら
出
て
周
囲
が
水
浸
し
に
な
り
、
薬
を
飲

む
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
の
こ
ぼ
れ
た
水
を
片
付
け
る
こ
と
に
お
お
い
に
困
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
充
真
院
は
、
「
夫
よ
り
や
か
ん
の
口
に
せ
ん
し
て
、
手

ぬ
く
ひ
を
火
入
に
て
干
抔
し
、
夫
を
敷
て
こ
ほ
れ
ぬ
か
た
わ
ら
に
置
」
と
、
中

の
水
が
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
薬
缶
の
口
に
栓
を
し
て
、
濡
れ
た
手
拭
を
駕
籠
の

中
に
持
ち
込
ん
で
い
た
火
入
れ
で
乾
か
し
て
薬
缶
の
下
に
敷
い
た
の
で
あ
る
。

一
見
、
粛
々
と
進
む
駕
籠
の
中
で
、
実
は
充
真
院
は
こ
ぼ
れ
出
る
水
の
処
理

に
、
一

人
あ
た
ふ
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
大
こ
ま
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

充
真
院
は
こ
の
事
態
に
た
い
へ
ん
困
っ
た
も
の
の
、
処
理
が
済
む
と
「
独
狂
言

お
か
し
く
」
と
、
一
人
で
大
慌
て
し
た
こ
と
を
可
笑
し
が
っ
て
い
る
。
思
い
が

け
な
い
事
態
が
生
じ
て
も
、
不
平
に
思
わ
ず
面
白
が
る
前
向
き
な
姿
勢
は
、
充
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真
院
の
長
所
で
あ
る
。

し
か
も
、
水
が
薬
缶
の
口
か
ら
出
て
く
る
様
子
を
「
ひ
よ
こ

�
�」

と
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
表
現
も
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
に
も
注
目
し
て

面
白
さ
を
感
じ
る
充
真
院
の
観
察
眼
が
も
た
ら
す
産
物
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
旅
の
一
つ
の
出
来
事
と
し
て
楽
し
む
姿
勢

の
現
わ
れ
で
も
あ
る
。
充
真
院
が
旅
を
愉
快
な
体
験
と
し
て
楽
し
も
う
と
し
て

い
る
か
ら
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
姿
勢
は
充
真
院
が
十
返
舎
一
九
著
の
『
膝
栗
毛
』
、
い
わ
ゆ
る
『
東
海

道
中
膝
栗
毛
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
影
響
と
思
わ
れ
る
（

�）。
充
真
院
は
弥

次
郎
兵
衛
と
喜
太
八
の
珍
道
中
を
楽
し
く
読
み
、
自
ら
の
旅
に
も
愉
快
な
こ
と

を
見
出
そ
う
と
心
が
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
旅
中
で
お
き
た
思
い
が
け
な
い

困
っ
た
こ
と
を
、
く
よ
く
よ
と
悩
む
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
笑
い
の
種
に
出
会
っ

た
と
と
ら
え
て
楽
し
む
心
地
な
の
で
あ
る
。

充
真
院
は
自
ら
の
旅
も
『
膝
栗
毛
』
の
よ
う
に
「
可
笑
し
さ
」
を
見
出
す
こ

と
に
よ
り
、
旅
の
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
み
る

と
、
こ
の
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
は
、
充
真
院
に
と
っ
て
、
『
膝
栗

毛
』
を
意
識
し
て
し
た
た
め
た
も
の
で
、
い
わ
ば
充
真
院
版
『
膝
栗
毛
』
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
平
常
の
生
活
と
は
異
な
り
困
難

や
不
快
適
さ
を
伴
う
旅
を
乗
り
切
る
に
あ
た
り
、
困
っ
た
こ
と
か
ら
も
面
白
さ

を
見
出
し
て
笑
い
に
感
じ
る
充
真
院
の
心
は
し
な
や
か
さ
と
逞
し
さ
を
兼
ね
備

え
て
お
り
、
充
真
院
の
人
間
的
な
魅
力
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
駕
籠
の
側
に
付
き
従
っ
て
い
る
者
た
ち
が
駕
籠
の
中
の
気
配
を

「
何
を
す
と
思
わ
ん
」、
す
な
わ
ち
駕
籠
の
中
で
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
ぶ
か

し
く
思
っ
た
だ
ろ
う
と
察
し
て
も
い
る
。
決
し
て
騒
い
で
御
付
に
処
理
さ
せ
た

り
せ
ず
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
自
力
で
解
決
す
る
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
、

常
に
御
付
の
手
を
煩
わ
せ
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

身
分
の
高
い
者
と
し
て
の
矜
持
で
あ
り
、
部
下
た
ち
に
対
す
る
優
し
い
心
遣
い

で
も
あ
る
。
充
真
院
は
御
付
に
と
っ
て
配
慮
の
あ
る
良
き
主
人
で
あ
っ
た
事
実

が
、
こ
こ
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

そ
の
後
、
往
路
で
休
憩
し
た
無
住
の
寺
に
着
い
た
頃
は
「
人
貌
も
や
う

�
�

見
ゆ
る
く
ら
ひ
」
と
、
辺
り
が
か
な
り
暗
く
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
休
憩
す
る

こ
と
は
中
止
し
て
帰
路
を
進
ん
だ
。
前
述
し
た
が
、
往
路
で
充
真
院
は
田
が
広

が
る
景
色
に
感
動
し
て
、
夜
に
蛍
が
飛
ぶ
様
が
す
ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
を

巡
ら
せ
た
。
幸
い
に
も
復
路
で
、
そ
の
思
い
を
現
実
と
し
て
目
の
当
た
り
に
す

る
機
会
を
得
た
。「
段
々
暮
行
ま
ゝ
、
初
思
ひ
し
田
面
に
は
、
蛍
飛
か
ふ
さ
ま
」

と
、
進
む
毎
に
暗
さ
が
増
し
て
、
行
き
に
蛍
が
飛
ぶ
様
子
を
想
像
し
た
田
で
、

ま
さ
し
く
蛍
が
飛
び
か
う
情
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
田
の
水
面

が
見
え
る
所
に
蛍
の
光
り
が
映
り
こ
み
な
が
ら
揺
れ
て
、
そ
の
美
し
さ
は
こ
の

上
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
夫
に
十
五
日
の
事
故
、
月
も
よ
く
て
あ
ら
わ

に
見
へ
」
と
、
折
し
も
十
五
夜
で
満
月
が
空
に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
満
月

の
輝
き
と
蛍
の
舞
い
飛
び
、
田
の
水
面
に
映
り
こ
む
蛍
の
光
は
、
美
し
さ
で
充

真
院
の
心
を
満
た
す
と
共
に
、「

猶
淋
し
く
心
ほ
そ
ふ
」
と
旅
愁
を
催
し
た
。

往
路
の
最
初
に
休
憩
し
た
茶
屋
に
は
、
六
ツ
半
（
午
後
七
時
）
頃
に
着
き
、

少
し
休
憩
し
て
か
ら
出

発
し
た
。
充
真
院
は
駕
籠
か
ら

外
を

眺
め
、
「
月
も
よ
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く
遠
山
の
姿
も
あ
り

�
�と

見
へ
」
と
、
満
月
と
遠
く
に
見
え
る
山
を
眺
め
て

い
る
。
夜
道
を
進
み
な
が
ら
、
充
真
院
は
心
細
さ
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、

「
皆
の
声
す
る
と
近
く
に
居
哉
と
嬉
し
く
」
と
、
一
行
の
者
た
ち
の
声
が
聞
こ

え
る
と
、
近
く
に
居
る
と
感
じ
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

駕
籠
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
充
真
院
は
本
日
の
体
調
不
良
の
原
因
に
つ
い
て
思

案
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、「
け
ふ
の
暑
さ
と
、
か
こ
に
ゆ
ら
れ
し
と
、

色
々
に
て
気
分
も
悪
く
成
し
な
ら
ん
」
と
、
暑
さ
と
駕
籠
の
揺
れ
を
挙
げ
て
い

る
。
旧
暦
の
五
月
十
六
日
は
、
現
在
の
六
月
末
か
ら
七
月
初
め
頃
の
陽
気
で
蒸

し
暑
さ
が
増
し
て
い
る
。
し
か
も
、
駕
籠
を
か
い
た
経
験
が
無
い
船
子
た
ち
が
、

そ
の
場
で
こ
つ
を
即
席
に
指
導
さ
れ
て
充
真
院
の
駕
籠
を
担
い
だ
の
で
、
揺
れ

が
大
き
く
て
充
真
院
の
体
に
こ
た
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
頃
か
ら
充
真
院
は

「
い
つ
も
あ
つ
さ
き
ら
ひ
に
は
候
へ
と
も
」
と
暑
さ
に
弱
か
っ
た
も
の
の
、「
此

様
成
事
は
初
て
、
ふ
し
き
成
る
と
思
ひ
」
と
、
未
だ
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
が

な
い
体
調
不
良
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
悪
条
件
が
重
な
っ
た
も
の
の
、
充
真
院
に

と
っ
て
は
不
思
議
に
思
う
程
、
異
例
な
体
調
の
悪
さ
を
、
「
今
日
は
死
ひ
や
う

思
ひ
し
に
」
と
、
死
ん
で
し
ま
う
か
と
思
っ
た
と
感
想
を
記
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
体
調
不
良
を
お
し
て
「
滞
な
く
参
詣
せ
ら
れ
し
を
有
難
思
の
み
に

て
」
と
、
金
毘
羅
参
り
を
果
た
せ
て
あ
り
が
た
い
と
感
謝
の
気
持
ち
を
心
に
抱

い
て
い
る
。
辛
か
っ
た
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
心
が
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な
る
の
で

は
な
く
、
辛
さ
を
思
い
出
し
な
が
ら
も
、
参
拝
で
き
た
と
い
う
結
果
を
良
し
と

し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
に
転
換
す
る
充
真
院
の
心
持
の
強
さ
と
前
向
き
さ
を
、

こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
。

潮
の
変
化
の
為
、
朝
と
は
異
な
り
町
の
港
か
ら
船
で
内
藤
家
の
本
船
に
戻
っ

た
。
本
船
に
戻
る
と
、
留
守
番
と
し
て
待
っ
て
い
た
儀
兵
衛
が
充
真
院
に
、

「
け
ふ
は
風
も
有
涼
し
く
て
宜
敷
御
参
詣
」
と
声
を
か
け
た
。
港
は
風
が
吹
い

て
涼
し
か
っ
た
の
で
、
儀
兵
衛
は
充
真
院
が
気
分
良
く
金
毘
羅
参
り
を
楽
し
ん

だ
も
の
と
想
像
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
充
真
院
は
「
暑
く
て
気

分
悪
く
、
よ
ふ

�
�の

事
に
て
行
」
と
、
私
の
方
は
暑
さ
で
気
分
が
悪
く
な
り
、

や
っ
と
の
こ
と
で
金
毘
羅
参
り
に
行
っ
た
旨
、
返
答
し
て
い
る
。
主
人
と
御
付

と
の
微
笑
ま
し
い
会
話
で
あ
る
。

充
真
院
は
儀
兵
衛
に
気
分
が
悪
く
な
っ
た
原
因
と
し
て
暑
さ
を
伝
え
た
が
、

一
方
、
駕
籠
の
揺
れ
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
充
真
院
の
船
子
た

ち
に
対
す
る
思
い
や
り
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
熟
練
し
た
駕
籠
か
き
を

同
行
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
御
付
の
不
備
と
な
る
の
で
、
事
立
て
し
な
い

よ
う
に
自
ら
の
心
の
中
に
留
め
置
い
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
が
常
に
御
付
た
ち

に
さ
り
げ
な
く
配
慮
す
る
、
心
優
し
い
主
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

充
真
院
は
船
に
戻
っ
た
気
持
ち
を
、
「
先
々
帰
ら
れ
て
う
れ
し
く
」
と
、
ま

ず
は
帰
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
っ

と
安
心
し
て
疲
れ
が
ど
っ
と
出
た
よ
う
で
あ
る
。
「
直
に
打
ふ
し
」
と
、
船
に

戻
る
と
直
に
体
を
横
た
え
た
の
で
あ
る
。
過
度
の
疲
れ
は
食
物
を
口
に
出
来
な

い
程
で
、「
持
帰
り
て
た
へ
よ
と
い
ゝ
ぬ
る
物
も
、
一
口
も
た
へ
か
ね
知
ら
す
」

と
、
桜
屋
で
持
ち
帰
り
用
に
包
ん
で
も
ら
っ
た
御
馳
走
を
全
く
う
け
付
け
な
か
っ

た
。
充
真
院
は
と
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
、
翌
日
の
予
定
に
つ
い
て
珍
し
く
希
望

を
御
付
に
申
し
出
た
。
「

明
日
は
気
分
悪
く
、
夜

辺
よ
り
の

舟
出
は
見

合
く
れ
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よ
と
い
ひ
置
ぬ
」
と
、
疲
れ
で
気
分
が
悪
い
の
で
、
翌
日
は
夜
に
舟
で
移
動
す

る
こ
と
は
見
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
充
真
院
は
初
め
て
の
金
毘
羅
参
り
を
体
調
不
良
に
悩
ま
さ
れ

な
が
ら
も
、
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

（

1）
明
大
翻
刻
本
、
六
三
頁
。
以
下
、
注
記
無
き
限
り
同
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（

2）
明
大
翻
刻
本
、
六
三
～
四
頁
。

（

3）
明
大
翻
刻
本
、
六
四
頁
。
以
下
、
注
記
な
き
限
り
同
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（

4）
宥
常
に
つ
い
て
は
、
『
香
川
県
史
』
第
三
巻
通
史
編
近
世
Ⅰ
（
平
成
元
年
）
六

〇
〇
～
一
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
二
十
四
歳
の
若
き
住
職
で
あ
る
。

（

5）
金
光
院
の
玄
関
の
挿
絵
と
添
え
書
き
は
明
大
翻
刻
本
、
六
五
頁
。
な
お
、
現
在

も
玄
関
に
至
る
向
っ
て
左
側
に
五
月
躑
躅
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

（

6）
二
つ
の
朱
塗
り
の
橋
は
、
現
在
は
塗
装
が
剥
落
し
て
白
木
の
状
態
で
あ
る
が
、

形
状
が
太
鼓
橋
で
あ
る
様
子
は
充
真
院
が
目
に
し
た
頃
と
同
じ
で
あ
る
。

（

7）
明
大
翻
刻
本
、
六
五
頁
。
以
下
、
注
記
無
き
限
り
同
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（

8）
明
大
翻
刻
本
、
六
六
頁
。

（

9）
明
大
翻
刻
本
、
六
七
頁
。
以
後
、
注
記
無
き
限
り
同
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（

10）
充
真
院
の
前
向
き
で
気
配
り
の
あ
る
人
柄
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
の
二
〇
一

頁
で
ふ
れ
て
い
る
。

（

11）
充
真
院
が
『
膝
栗
毛
』
を
こ
の
旅
に
出
る
以
前
に
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
拙
稿

「
関
心
と
人
物
像
」（

2）
の
四
九
頁
、
前
掲
拙
著
一
九
三
頁
で
ふ
れ
て
い
る
。

（
次
稿
（
二
）
に
続
く
）
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